
  

「成年後見制度の活用」 

～認知症高齢者等の生活と権利を守るために～ 

 
１ 認知症高齢者 
（１）認知症は病気 

① アルツハイマー型 
② 脳血管性 
③ レビー小体型 

 
 
（２）記憶障害・見当識障害・判断障害：中核症状 
   日常生活に支障が生じている 

① 記憶（覚える・とどめる・呼び起こす）：最近の記憶、若い頃の記憶 

 
② 生活環境の変化（時間・場所） 

 
③ 判断（前提・条件の整理）と決断（変化の認識） 

 
 
（３）行動・心理症状（問題行動）：周辺症状 
  ・行動面： 
  ・心理面： 

 
２ 生活 
（１）生きて活動すること 

 
 
（２）世の中で暮らすこと 

 
 
３ 権利 
（１）世話を受けられる権利 

 
 
（２）財産が守られる権利 
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４ 高齢者虐待防止法からの視点と介入 
（１）身体的虐待・精神的虐待・ネグレクト 

認知症の中核症状及び周辺症状により家族等から身体的・精神的等の虐待を受ける

リスク 

 
 
（２）経済的虐待 

認知症を理由にして家族が通帳等を預かり、本人以外のための経費に支出するリス

ク 

 
 
５ 家族介護の課題の解決方法 
（１）複数の親族による関わり 
  ① 介護方針の違いによるトラブル 

 
 
  ② 介護や世話の労力・時間の評価 
   ・介護サービス等の利用 

 
 
   ・実費及び報酬の請求 

 
 
（２）遠距離介護 
  ① 身上監護の困難性 

 
 
  ② 時間的・費用的な負担 

 
 
６ 詐欺事件等の被害の防止 
（１）悪徳業者による被害 
  ① クレジットによる通信販売 

 
 
  ② 金融商品の購入 

 
 
（２）振り込め詐欺事件による被害 


